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林野火災を防ぐために

　令和２年11月17日、弟子屈小学校において弟子屈町防災訓練が行われました。新型コロナウイルスの感染が収まら
ない状況下で大規模災害が発生した際にどのように避難者を収容するかについて、感染対策を取り入れた避難所運営
の検証が行われました。訓練では車で来た避難者を降車させることなく体温測定や体調不良を確認し、受付を２段階
にすることで体調不良者との接触を避け避難所への誘導が行われました。訓練後は各関係機関との意見交換・情報共
有を行い、終わりの見えないコロナ禍において災害発生時にどのような対応をすべきか、参加者全員が高い関心をもっ
て訓練に取り組みました。

　令和２年10月30日、山林火災
及び湿原火災などの災害に備え、
鶴居村と北海道防災航空隊が連
携して消火訓練・給水作業訓練
が行われました。訓練は鶴居村
有林において火災が発生し、徒
歩による発災地点への進入が困難なため北海道防災ヘリコプターに消火を要請するという想定で実施されました。訓
練前には防災ヘリコプターの見学も行われ、普段は間近で見ることのできない内部の構造や設備、救助や消火に使用
する装備品を見学した住民は真剣なまなざしで見入っていました。

　令和２年５月９日正午過ぎ、標茶町字阿歴内原野の林
野50㌶が焼損する大規模な火災が発生しました。
　標茶消防職団員延べ99名、町職員による地上からの消
火活動に加え、札幌市消防局や自衛隊のヘリも空中消火
による活動を行い、長時間続いた火災は翌日の朝７時に
鎮火となりました。
　林野火災の多くは私達一人ひとりが火の取扱いに注意
することで未然に防ぐことができます。貴重な森林資源
を火災から守るため、林野での火の取扱いには注意しま
しょう。

弟子屈町防災訓練(弟子屈町主催）
新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた避難所開設・受付対応を学ぶ

北海道防災航空隊
との合同訓練
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合同救助訓練

大規模災害対応卓上訓練

　令和２年10月２日、釧路東部消防組合厚岸消防署において合
同救助訓練を実施しました。両組合は毎年、札幌市で行われる
全道消防救助技術訓練指導会に出場していますが、今年は新型
コロナウイルス感染症の影響で中止となり、同協議会では訓練
の成果を発表する場を設けることで、互いに競い合い学び合う
機会にしたいと初めて実施しました。３競技14名が日頃の訓練
成果を披露しました。

　令和２年５月21日及び６月５日、硫黄山登山山開
きに向け「てしかがえこまち推進協議会」をはじ
め、各関係機関との合同で調査登山が実施されまし
た。登山では登山ルート・入下山時の危険箇所の確
認、怪我人発生時の対応を登山ガイドと確認し、消
防による資機材を使った救助搬送要領のデモンスト
レーションが行われました。各関係機関と悪天候時
の入山・ガイドツアー催行基準について等、登山者
が安全に入下山出来るよう意見交換を行いました。

　令和３年１月15日、「第45回道東地区消防職
員意見発表会」が開催されました。今回は新型
コロナウイルス感染症感染防止のため、会場で
の発表は行われず動画審査による開催となり、
釧路管内代表として鶴居消防署の渋谷瑛一消防
士が出場しました。演題を「防災を身近に」とし、
一般市民の「正常性バイアス」に着目し、全国
各地にあるコンビニエンスストアに防災コー
ナーを設置するなど防災意識を高めるためにで
きることはないか
を考え、自然災害
による被害の軽減
を目指していくと
いう内容で発表し
ました。今後この
発表の実現を図り、
災害による被害者
の低減に活かされ
ることが期待され
ます。

　令和２年７月17日、釧路東部消防組合厚岸消防署において大
地震に伴う津波発生時の連携に備えた図上訓練を実施しまし
た。合同での図上訓練は初めての試みで両組合から23名が出席。
今後も災害対応の訓練を積み重ね、対応力のレベルアップを図
ります。

　鶴居消防署では初めて
の試みとして、鶴居村独
自の防火標語を住民に募
集しました。146点の応
募作品の中から最優秀作品として、鶴居村立幌呂中学校の生徒
である武藤 里沙子さんの「火の始末　二度見三度見　ほら安
心」が選ばれました。選ばれた標語は「第１回　鶴居村防火標語」
として、広報誌や各種イベント等において広報で使用するほか、
鶴居市街と幌呂市街に防火標語の看板を設置しました。住民一
人一人が火災予防について考える良い機会となることから、今
後も継続していきたいと考えています。

■最優秀作品
「火の始末  二度見三度見  ほら安心」

幌呂中学校１年生　 武藤里沙子さん

▪優秀作品　　
「鶴居村  火災ゼロの  村づくり」

鶴居小学校６年生　 佐藤　嘉人さん

▪佳　作
「火の種を  まず作らない  その気持ち」

鶴居小学校６年生　 秋里　康平さん
「あわてるな  火事になったら  １１９」

　鶴居小学校５年生　 松本　彩音さん
「気をつけて  火事のもとは  すぐ近く」 

幌呂中学校１年生　 藤澤香梨奈さん

硫黄山調査登山実施

第１回
鶴居村防火標語

道東地区消防職員意見発表会

鶴居消防署　渋谷瑛一

釧路管内消防事務組合連絡協議会合同訓練を実施
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　令和２年９月６日、鶴居村民広場において鶴居消防秋季消防演
習を実施しました。
　当日はコロナウイルス感染症対策を取りながら松井廣道団長以
下48名の団員が参加し、指揮者により特別点検を行い、団員は規
律ある行動で点検に臨んでいました。
　点検後には全分団による一斉放水訓練を行い、日頃の訓練の成
果を発揮しました。

　令和３年２月13日、磯分内分遣所にて磯分内少年消防
クラブ員９名が参加し防災勉強会を行いました。
　例年、防災意識の向上を主眼として取り組んでおり、
今年は各種災害について「防災クイズ・防災カルタ」を
用いて和やかに学習しました。

　令和３年１月20日、標茶町虹別の原田希氏より「災害
時に役立てて欲しい」と小型ポンプ及び附属装備品一式
が寄贈されました。格別のご支援を賜り厚くお礼申し上
げます。
　寄贈され
た小型ポン
プは火災の
他、近年増
加傾向にあ
る水害等に
も活用され
ます。

　令和２年９月25日、弟子屈消防庁舎において川湯消防団女性部は
地域コミュニティー活動の一環として川湯小学校３年生児童７名が
参加し体験学習を行いました。女性団員が中心となり119番通報体
験や災害時のダンボールベッド作成、消火器の操作体験などを子供
たちと一緒に行い、普段経験することのできない体験に喜びや関心
を寄せる姿が見受けられました。この活動は学校教育に含まれる防
災教育の一環として行われ今年で２回目となります。今後も消防団
の役割として地元の子供たちに防災教育の指導を継続していきま
す。
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鶴居消防秋季消防演習を実施

標茶磯分内少年消防クラブ勉強会 小型ポンプ寄贈

川湯女性部コミュニティー活動

第43回
救急救命士

国家試験合格者紹介
令和２年度 新採用職員紹介 ５名

氏　名
　和田　涼馬
年　齢　21歳
出身地　石狩市
勤務先
　弟子屈消防署

氏　名
　兼田　裕樹
年　齢　21歳
出身地　北見市
勤務先
　弟子屈消防署

氏　名
　松本　健太
年　齢　22歳
出身地　標茶町
勤務先
　標茶消防署

氏　名
　杉野　　瑠
年　齢　20歳
出身地　富良野市
勤務先
　標茶消防署

氏　名
　井上　翔也
年　齢　18歳
出身地　鶴居村
勤務先
　鶴居消防署

氏　名　谷　  大輝
拝　命　H21.４.１
勤務先　標茶消防署
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補助費等
19,719千円 2.3％

普通建設事業費
98,508千円
　　11.6％

歳出総額
845,606千円

人件費
595,024千円

　70.4％

物件費
123,470千円

　14.6％

維持補修費
4,905千円 0.6％

公債費
3,980千円 0.5％

費目　　　　区分 予 算 額 決 算 額 執 行 率

議 会 費 592 542 91.6

総 務 管 理 費 73,973 73,180 98.9

監 査 委 員 費 915 813 88.9

消 防 署 費 624,298 617,020 98.8

消 防 団 費 54,773 51,065 93.2

消 防 施 設 費 99,042 99,006 100.0

公 債 費 4,000 3,980 99.5

予 備 費 300 0 0.0

計 857,893 845,606 98.6

費目　　　　　　区分 予 算 額 決 算 額 収 入 率
分担金及び負担金 818,747 818,747 100.0

 

内   

訳

弟 子 屈 町 317,243 317,243 100.0
標 茶 町 331,129 331,129 100.0
鶴 居 村 170,375 170,375 100.0

使用料及び手数料 132 169 128.0
国 庫 支 出 金 0 0 −
道 支 出 金 1,942 1,942 100.0
財 産 収 入 2,029 2,034 100.2
繰 越 金 12,260 12,260 100.0
諸 収 入 9,983 8,931 89.5
組 合 債 12,800 12,800 100.0

計 857,893 856,883 99.9

　令和元年度釧路北部消防事務組合の歳入歳出決算額は上記のとおりであり、主な内容は次のとおりです。
歳入　 　歳入予算額857,893,000円に対して決算額は856,883,225円となっており、歳入の主たる財源は、構成町村からの

負担金818,747,000円で全体の95.6％を占め、道支出金が1,942,000円で0.2％、諸収入が8,930,685円で1.1％、組合債
が12,800,000円で1.5％、他は手数料・繰越金・財産収入等で14,463,540円、1.6％となっています。 

歳出　 　歳出予算額は歳入予算額と同額であり、決算額は845,605,976円で98.6％の執行率となっています。主な内容は
消防署、消防団、消防施設、設備等に要した経費が767,091,292円で全体の90.7％を占め、公債費（庁舎建設等に
係る起債償還等）3,979,598円で0.3％、さらに消防本部の運営に要した経費等が74,535,086円で9.5％となっており、
歳入歳出差引不用額11,277,249円は令和２年度予算へ繰越されました。

　　　　各項目及び構成町村別の決算内容は次の表のとおりです。

令和元年度 歳入決算費目別内訳 令和元年度 歳出決算費目別内訳

令和元年度の主な事業令和元年度
歳入決算費目別内訳

（単位：千円・％） （単位：千円・％）

（単位：千円）

事　　業　　名 事業費 施設・設備・配置場所
水難救助艇購入事業 3,370 弟子屈消防署  船外機付救助ボート
消防団輸送車購入事業 9,603 弟子屈消防団及び川湯消防団員輸送用小型バス

防火水槽解体撤去工事 1,980 弟子屈町美里４丁目
道路拡張工事に伴う貯水槽の撤去工事

標茶消防署庁舎改修工事 53,732
標茶消防署庁舎（屋根・トイレ・浴室等）改修工事
　主体工事　36,528
　機械工事　14,300
　電気工事　  2,904

防火水槽解体工事 13,143 標茶町上茶安別
私有地に設置されている防火水槽の解体撤去工事

防火水槽改修工事 946 標茶町川上３丁目
道路上の防火水槽の蓋の沈下の修理

消防団安全装備品購入事業 4,681 鶴居消防団　防火衣購入

発電機・チェーンソー購入事業 1,009 鶴居消防団　 発電機・チェーンソー・防護服等の
購入

地図検索システム更新事業 10,044 鶴居消防署　 通信指令装置（地図検索システム）
の更新

計 98,508

消防予算の執行状況
令和元年度
決算の概要 歳出  845,605,976円

歳入  856,883,225円
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令和２年 弟子屈町・標茶町・鶴居村の火災概要令和２年 令和２年 令和２年 令和２年 令和２年 令和２年 弟子屈町・標茶町・鶴居村の弟子屈町・標茶町・鶴居村の弟子屈町・標茶町・鶴居村の弟子屈町・標茶町・鶴居村の弟子屈町・標茶町・鶴居村の弟子屈町・標茶町・鶴居村の弟子屈町・標茶町・鶴居村の弟子屈町・標茶町・鶴居村の弟子屈町・標茶町・鶴居村の火災概要火災概要火災概要
建物火災２件、車両火災１件、林野火災１件!

▶救急出動件数及び搬送人員の推移

釧路北部消防事務組合職員数
令和３年１月１日現在

令和２年
救急出動件数

令和２年
搬送人員

弟子屈町 485件
（₅₀₃件︶

合計
993件

（₉₇₄件︶

463人
（₄₈₀人︶

合計
946人

（₉₃₂人︶
標 茶 町 375件

（₃₂₆件︶
357人

（₃₁₁人︶

鶴 居 村 133件
（₁₄₅件︶

126人
（₁₄₁人︶

令和２年
ドクターヘリ出動件数

※ ドクターヘリが着陸し活動した件数

令和２年
ドクターヘリ搬送人員

弟子屈町 ₂₅件
（₂₄件︶

合計
48件

（49件︶

23人
（20人︶

合計
42人

（40人︶
標 茶 町 12件

（11件）
10人

（ 9人︶

鶴 居 村 11件
（14件）

 9人
（₁₁人︶

　令和２年中における救急出場件数は993件で前年に比較すると19件の増加となり、搬送人員は946人で
前年よりも14人増えました。このことは、弟子屈町・標茶町・ 鶴居村管内で１日当たり約2.7件の救急事故
が発生し、町村民約18人に１人が救急隊によって搬送されていることになります。また、搬送人員を事故
種別で見ると、急病479人（前年比＋３人）、転院搬送279人（前年比＋22人）、一般負傷111人（前年比-16人）で、この３種別
が上位を占めており、その他（火災・水難・労働災害・運動競技・交通事故・自損行為・加害・その他）77人となっています。
一般負傷と転院搬送数が減少し、交通事故による件数が増加しました。また道東ドクターヘリの運航状況については令和２
年中の総出動件数は271件、当組合管内では出動は48件、ドクターヘリでの搬送は42人となっています。

区分

年別（令和）

総出火
件　数
（件）

建物火災
件　数
（件）

車両火災
件　数
（件）

その他の
件　数
（件）

焼　損　面　積　等 死傷者数（人︶ り　災
世帯数

（世帯）

損害額

（千円）
建　物
（㎡）

車　両
（台） その他 死者 負傷者

２  

年  

中

弟 子 屈 町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
標 茶 町 2 1 0 1 表　   1 0 5,003a 0 0 1 284

鶴 居 村 2 1 1 0 床   979 1 0 0 0 1 17,698

計 4 2 1 1 床   979
表　   1 1 5,003a 0 0 2 17,982

元  

年  

中

弟 子 屈 町 3 2 1 0 床    44
表　   2 1 0 1 0 2 950

標 茶 町 4 1 3 0 0 3 0 0 0 1 2,038

鶴 居 村 3 1 1 1 表　   1 1 0 0 0 1 168

計 10 4 5 1 床    44
表　   3 5 0 1 0 4 3,156

◆令和２年中の火災発生状況と前年の対比表
　令和２年１月から12月中の弟子屈町・標茶町・鶴居村管内における火災件数は前年に比べ
６件減少の４件となっています。令和２年中は建物火災の件数は昨年より２件減少しました。
林野火災は１件と少ないですが、例年、入林時の火の不始末が原因で林野火災や野火が発生しています。入林時の火の
取扱いには充分に気をつけてください。また、屋外でゴミを焼却する行為は法律で禁止されていますので絶対にやめま
しょう。火災を未然に防ぐため火気の取り扱いに十分注意して大切な生命・財産を守りましょう。

令和２年中の救急出動件数は993件、ドクターヘリ出動48件

所　属 職員数 内救命士
消防本部 7 5
弟 子 屈 33 18
標　　茶 26 13
鶴　　居 15 9
合　計 81 45

令和２年度 全国統一防火標語

その火事を 防ぐあなたに 金メダル
※再任用１名含む

※ （　）は令和元年の数値
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消防人に栄えある受章
　令和二年度の消防定例表彰が各関係機関から授与されました。この受章は永年、消防・防災活動に従事され、地域防災
の発展と住民の生命・身体・ 財産の保全に尽くされた功績が高く評価されたものであります。今後、さらに消防職団員が地
域の方と連携し防災活動に尽力されますよう期待します。
　今年度の受章者は次のとおりです。（勤続章は20年以上、順不同、敬称略）

令和二年度
定例表彰

◎消防庁長官表彰
　功労章〈１名〉

標 茶 消 防 団 団 長 田中　純一
　永年勤続功労章〈４名〉

川 湯 消 防 団 分 団 長 作田　幸久
弟子屈消防団 副分団長 市山　榮吉
標 茶 消 防 団 副分団長 澁谷弘一郎
消 防 本 部 消防司令長 越善　　忍

◎日本消防協会長表彰
　功績章〈３名〉

標 茶 消 防 団 団 長 田中　純一
川 湯 消 防 団 団 長 不動　繁雄
元 消 防 本 部 消防司令長 菅井　憲昭

　精績章〈２名〉
弟子屈消防団 団 員 西川　　進
標 茶 消 防 団 分 団 長 森田　誠一

　勤続章〈６名〉
弟子屈消防団 部 長 古瀬　公一
弟子屈消防団 班 長 金澤　賢二
川 湯 消 防 団 班 長 瀬原　栄一
標 茶 消 防 団 部 長 小山内政二
標 茶 消 防 団 班 長 野竹　信好
標 茶 消 防 団 班 長 野田　雄一

◎北海道知事表彰
　勤続章30年〈３名〉

弟子屈消防団 部 長 古瀬　公一
標 茶 消 防 団 部 長 野田　雄一
川 湯 消 防 団 班 長 瀬原　栄一

　勤続章20年〈９名〉
川 湯 消 防 団 部 長 高橋　広幸
川 湯 消 防 団 班 長 濱野　雅彦
標 茶 消 防 団 副分団長 倉内　秀和
標 茶 消 防 団 団 員 山崎　　貢
標 茶 消 防 団 団 員 眞野　俊明
鶴 居 消 防 団 団 員 松井　宏篤
弟子屈消防署 消防司令補 中島　健一
弟子屈消防署 消防司令補 戸張靖一郎
標 茶 消 防 署 消防司令補 矢島　幸宏

◎北海道消防協会長表彰
　功績章〈３名〉

弟子屈消防団 部 長 須田　　潤
標 茶 消 防 団 部 長 森田　泰彦
消 防 本 部 消防司令長 越善　　忍

　特別功績章〈８名〉
弟子屈消防団 副 団 長 白山　義信
弟子屈消防団 副分団長 江上　　詞
川 湯 消 防 団 部 長 齋木　　弥
鶴 居 消 防 団 部 長 澁谷　　守
弟子屈消防署 消防司令 鏡　　信雄
標 茶 消 防 署 消防司令 田中　善志
標 茶 消 防 署 消防司令 嶽　　義明
消 防 本 部 消防司令 鈴木　　浩

　勤続章30年〈４名〉
標 茶 消 防 団 副分団長 森田　利和
標 茶 消 防 団 部 長 五島　博幸
標 茶 消 防 団 部 長 佐々木憲一
鶴 居 消 防 団 班 長 鈴木　元司

　勤続章20年〈10名〉
標 茶 消 防 団 班 長 小林　　浩
標 茶 消 防 団 班 長 宍戸　　力
鶴 居 消 防 団 班 長 小林　弘昌
鶴 居 消 防 団 班 長 松井　宜樹
標 茶 消 防 団 団 員 山崎　　貢
標 茶 消 防 団 団 員 眞野　俊明
鶴 居 消 防 団 団 員 冨坂　隆志
弟子屈消防署 消防司令補 中島　健一
弟子屈消防署 消防司令補 戸張靖一郎
標 茶 消 防 署 消防司令補 矢島　幸宏

◎消防協会釧路地方支部長表彰
　勤続章45年〈２名〉

標 茶 消 防 団 分 団 長 森田　誠一
標 茶 消 防 団 部 長 菊地　信行

　勤続章35年〈５名〉
川 湯 消 防 団 副 団 長 佐々木英勝
川 湯 消 防 団 副分団長 栗田　康則
川 湯 消 防 団 班 長 成田　　勤
標 茶 消 防 団 団 員 齊藤　一晃
鶴 居 消 防 団 班 長 長屋　英俊

　勤続章25年〈８名〉
標 茶 消 防 団 班 長 勝呂　信義

標 茶 消 防 団 班 長 柳田　和重
標 茶 消 防 団 班 長 小川　　久
標 茶 消 防 団 班 長 大谷　正志
標 茶 消 防 団 団 員 加藤　和由
鶴 居 消 防 団 副分団長 大硲　晋二
鶴 居 消 防 団 部 長 松井　睦路
鶴 居 消 防 団 班 長 宮崎　　悟

◎釧路北部消防事務組合長表彰
　勤続章50年〈３名〉

弟子屈消防団 副分団長 市山　榮吉
川 湯 消 防 団 分 団 長 作田　幸久
川 湯 消 防 団 部 長 小西　初雄

　勤続章40年〈９名〉
弟子屈消防団 副 団 長 白山　義信
弟子屈消防団 副分団長 江上　　詞
川 湯 消 防 団 部 長 齋木　　弥
川 湯 消 防 団 班 長 鈴木　信一
鶴 居 消 防 団 部 長 澁谷　　守
消 防 本 部 消防司令 鈴木　　浩
弟子屈消防署 消防司令 鏡　　信雄
標 茶 消 防 署 消防司令 田中　善志
標 茶 消 防 署 消防司令 嶽　　義明

　勤続章30年〈５名〉
弟子屈消防団 部 長 古瀬　公一
標 茶 消 防 団 副分団長 森田　利和
標 茶 消 防 団 部 長 五島　博幸
標 茶 消 防 団 部 長 佐々木憲一
鶴 居 消 防 団 班 長 鈴木　元司

　勤続章20年〈10名〉
標 茶 消 防 団 班 長 小林　　浩
標 茶 消 防 団 団 員 山崎　　貢
標 茶 消 防 団 班 長 宍戸　　力
標 茶 消 防 団 団 員 眞野　俊明
鶴 居 消 防 団 班 長 小林　弘昌
鶴 居 消 防 団 班 長 松井　宜樹
鶴 居 消 防 団 団 員 冨坂　隆志
弟子屈消防署 消防司令補 中島　健一
弟子屈消防署 消防司令補 戸張靖一郎
標 茶 消 防 署 消防司令補 矢島　幸宏

　皆勤10年〈１名〉
標 茶 消 防 団 分 団 長 森田　誠一

濱岡氏（妻）　左から２番目 葛尾氏　右から２番目　 田中氏（写真左）

◎令和２年春の叙勲
　瑞宝双光章〈1名〉

元川湯消防団 団 長 濱岡　正次

◎第34回危険従事者叙勲
　瑞宝単光章〈１名〉

元弟子屈消防署 消防司令 葛尾　政行

◎令和２年秋の叙勲
　瑞宝単光章〈１名〉

元標茶消防団 分 団 長 田中　德久


